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2017 学会 学 賞受賞講演 

合  

（ 大 ・ ）

 
の生物 は進化 て 成 植物は 環境に 応する

た 化学物質 自己防 物質と て機能する「香気成分」を生 する能 を 進化

て た 植物 い の に て 香気成分を生成する に

たの を に た は い は す ての 子植物 生 する「

香気成分」 に構 の高い「 香 香気成分」を研究対 と て 化学構 を

する生合成酵素の機能解析に 香 香気成分の生合成酵素の機能進化と反応

制御機構の 解 を て研究を て た は の研究の ル

ド 発 フ ル ロパノイド の生成に関 る 酵素に いて ていた

 
質 酸化 に代謝 て生成 る 化合物は 物 は 免疫を制御

植物 は生体防御応 生 制御を する 質メ ィエーターと て知 ている

の中 素 6 の ル ドは 「 の香 」と 植物 に 分 て

いる ル ドは 酸 リポキシ ー （LOX） 酸素 酸 ドロ

ル キシドと の ドロ ル キシド シ クロ P450（CYP74）ファミリーに

する 酸 ドロ ル キシドリ ー （HPL）に 開 する と 生合成 る の

生合成 を植物 進化の い たの は た は in silico に
る ノ 解析 に酵素活 に 生化学 解析 LOX ラン を た に

する とを 初 て た のク ルミ ィウ の

HPL ホモログ る のの ル ド生成活 は の HPL ホモロ

グは植物ホルモンのジ スモン酸 体生成能を す とを に た メ リ

の HPL 活 の と合 ると 生物進化の 植物は 初にジ スモン酸を生成

する能 を 進 た に 植 の 応と て ル

ドを作 すた に CYP74 ファミリーの酵素機能 代謝 を進化 た と

た  
香 香気成分と て知 る 発 フ ル ロパノイド は ン ン環（C6）に

ロ ン（C3） 合 た C6-C3 を と C3 の 体構 ン ン環（C6）
構 に る の生合成 はい の中 体の構 を いて

解 た 香気成分 に生合成 るとい に

ジルの ライコー EST ータ ースを構 発 フ

ル ロパノイド の リル イ の 成を制御する イ ノール/イ イ ノール

合成酵素（EGS/IGS）を する とに成 た に 質 体を用いた X 構

解析に る構 生物学 ロー 酵素活 中心を に キノンメ ド中 体を

する反応機構を た の発 を に 植物 酵素 子を

ミノ酸 に て活 中心に ける 質のポジシ ング 生成物

る とを に た  
植物香気成分は 生物 作用のシグ ル物質と ての生 学 機能を た ている

分 フ ー ーと ての利用 ている は植物の 代謝 を 大

に活用 た物質生 を 香気成分の研究を進 る と 応用に る農

化学研究の発展に てい たい  
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2017 学会 学 賞受賞講演 

ホ キ ルポ - - ル ミン 合 学  

内 （ 大・ ）

 
 微生物は は る との い微小 生物 る の と る環境

に生 環境 た の生活と 関 を ている する海 の高

環境 の 環境 海の 高 環境 の 高 環境

環境に 微生物は 応 ている 生命 のモ ルに い る

環境微生物の 応 を 解 た 応用に る と の は大 い  
 環境 応 子 － ）と ての“ポリ-Ȗ-グルタミン酸（PGA）”に ている PGA
は の の 成分と て知 る の に PGA を作る微生物は の

環境微生物とい は に する 体化学分析 は PGA とは る

た “ホモキラル PGA”と る 高分子 る と 分 て た の発

PGA に た 命 に 解 の 口 て た は“ 体

” 化の る PGA はグルタミン酸（Glu）の 学 体 Ȗ ミド 合（タ

ンパク質 ポリ Į グルタミン酸との 高分子機能に大 を る は

イロン ） ラン に るた キラル高分子 と ての 能 を いている と

ていた  
 は PGA 合成に D-Glu 大 る る D-Glu は （大

腸 ）の 生 生 に る と PGA 合成装置“PGS 合体”の
制 は D-Glu の内 を 生 を す ） け PGA の に

は い 知 の ノ 小 を利用 て代謝 工学 成

た は 生 の 1.3 に た ） は D-Glu の の る

の は D- ミノ酸の に て る 微生物には D- ミノ酸の を

防 能 る D-Glu 要 ）の 合 5%に する高 の D-Glu を

に け （ ル） 生 要 た い と た は

研究の を“ 環境微生物 作 すホモキラル PGA”に す とに る  
たのは ーキ Natrialba aegyptiaca 生 するホモ L PGA る

のタイ 体 の 子 の生 の 解 る た

肝心の 子 ていたの た 子の 研究に

クローン を た に て する の ORF を“ORF1 ORF2”と
ORF1 の に ロモータ 配 するとと に ORF の ー ーラ す

るポリシス ロ ク 子構成を と 分 たた る をは とする

の PGA 合成 ロン と の構 子 構成 ている とを ると

化 た イ システ とい る 子発 ル ORF1 の 配を けると

る ORF2 は ドグリ ン合成に る酵素 と 分 構 を

ドグリ ンを た い ーキ に の 子 するの いと

る に に て ーキ には 子構成の た イ ロン

する とを い た の構 子を する の大腸 発 クター を

成 ホモキラル PGA のエクス リモライ （環境 応 子）合成に の に関

ている を解 すた の 子機能分析に利用 ている  
 Eur. J. Biochem. 249 1997  905   J. Bacteriol. 181 1999  6600   Environ. 

Technol. 31 2013  1129   Biopolymers 7 2002  123 Wiley-VCH, Weinheim, Germany   
Biochem. Biophys. Res. Commun. 362 2007  646   農 化学 大 2016 大 要

 2F20  
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シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム
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シンポジウム講演 

ウシ ンパク クロ ージ  

 

義 （徳島大 ）

 
 の と て免疫 大 ている 免疫 は に T リンパ

NK とい た免疫 を活 化 る と 能を する

ド ジ ン を する 物 に大 る は 自 免疫の 要

ー ー るマクロファージに 糖タンパク質 ル ミンスーパーファミリー

の る Gc protein（ タミン D 合タンパク質） 生体内 糖 て生成

するマクロファージ活 化 子 GcMAF に いて 研究 て た に GcMAF の糖

構 とマクロファージ 活 化能 スーパー キシド 生能 管 生 作用

活 との関 を に て た 1, 2) GcMAF は 糖タンパク質 るた と て

の開発には の 臨床応用は て た  
 は 患 の GcMAF を て する を GcMAF

（ MAF） GcMAF と にマクロファージ 活 化能 in vivo
活 を する とを に た 3) た MAF を用いて 1500 を る の

を て た 4)  
 腸管免疫 は 大 免疫 免疫 体の 60 の 体 構成 て

口 た 物 に対する免疫反応を ている と 知 ている

体 成 子 の タンパク質を に する と 知 ている初乳（ウシ）を用

いて 口 能 マクロファージ活 化剤（初乳 MAF）を開発 初乳 MAF 腸管マ

クロファージの 能を活 化 高い in vivo 活 を する とを に た 5)

の自己免疫疾患に対 て初乳 MAF の臨床研究を 中 る 6)  
 て は GcMAF・ MAF・初乳 MAF の 臨床に関する研究

成 に いて たい  
 
References 
1) Nagasawa, H. Uto, Y. et al., Anticancer Res., 2 , 3689-3695 (2005). 
2) Nonaka, K. et al., J. Surg. Res., 172, 116-122 (2012). 
3) Kuchiike, D. Uto, Y. et al., Anticancer Res., 33, 2881-2885 (2013). 
4) Inui, T. et al., Anticancer Res., 33, 2917-2919 (2013). 
5) Uto, Y. et al., Anticancer Res., 3 , 4487-4492 (2015). 
6) Inui, T. et al., Anticancer Res., 3 , 4545-4549 (2015). 
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シンポジウム講演 

 

（ 大 ・ ）

 
 ル ンは 植物 に いて キタスに分 ているフラボノイド る

肥 糖 の に関する機能 に に いて て

いる 成分の と る ル ンは の 要 源 る 物に いて

に配糖体と て て 糖 分の 分解は と 進 い

て に する ル ンの機能 を する 合 ル ン配糖体の 代謝を

する 要 る に する ル ン-3-グルコシドは 小腸 に

ている リウ グルコース ランスポーターを て いは乳酸 素酵素

に る 分解 グリコンに た に る ると

ている タマ に る ル ン-4´-グルコシド（Q4´G） ル ン（ ル

ン-3-ル ノシド）は小腸 と は の 大腸に 大腸の腸内

に フ ノール酸 化物 と る に 3,4-dihydroxyphenylacetic 
acid（DOPAC） 3-hydroxyphenylacetic acid（OPAC） protocatechuic acid（PCA） 酸（HPA）

Q4´G の 要 フ ノール酸 化物と て ている フ ノール酸 化物は

要 の ている け の代謝物に いては に いて

ている の 機能 に いては い の

の研究グルー は ル ン配糖体 る生体 の を分子 ル 解する とを

と て 生体防御賦活作用を する ル ン配糖体代謝物の と の作用分子機構

に関する研究を て た は の研究成 を中心に フ ノール酸 化物

の 能 を たい  
 は に 1) ル ン配糖体フ ノール酸 化物の DOPAC と PCA

ラジ ル 作用を す と 2) マウス肝 Hepa1c1c7 に いて DOPAC の

2 物代謝酵素の 子発 を に する と 3) DOPAC の 24 は 酸

化 素 する を に 制する と を に て の は

DOPAC 口 た ル ン配糖体の に生体内 酸化作用とい 機能 を 代謝

物 る とを ている DOPAC の生 機能の は のタンパク質 作用に

する のと る と は“クリ ク ミス リー” ロー の DOPAC propargyl 
ester（DPE）を合成 内の DOPAC タンパク質の を ている に

分子 の DPE タンパク質を する け 物代謝酵素の 子発 に関

する Keap1 香 化 素 体（AhR）と DPE の 合を ている の は

ル ン配糖体代謝物の ク ン 利用 生体内の 酸化機能を高 る け

子 物 の ス スに対 て を賦 する 能 る  
 

 
1) Tang, Y., et al., Food Res. Int., 89, 716-723 (2016). 
2) Nakashima, S., et al., Biochem. Biophys. Rep., 7, 240-245 (2016). 
3) Nakamura, Y. Agri-Biosci. Monogr., 6, 1-57 (2016). 
4) Nakamura, Y., Miyoshi, N. Biosci. Biotechnol. Biochem., 74, 242-255 (2010). 
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シンポジウム講演 

 － ミ クス け － 

 （ 大 ・ ）

 
 の ている は 物質 環と 関 に る生

物 の 作用 た ている と る の の に に

を 微生物 たす はとて 大 い 微生物は と て

た たコミ ティと て 機能を発 ている には 微生

物 の 植物 物とい た 生物 のインターフ ースに ける微生物の機能

生 に ける物質 環を ている の 生 に ける微生物機能の解析と応用

（エコミメティクス）に関する を する  
）作物生 に ける根 微生物の科学 

の 機成分の 機化を 合微生物 を解析す 機 素の 化に 合微

生物 を にて構 する るとと に の を活用 た 機 の

開発 には 工 の開発 進 いる は を用い 化機能を構成する微生物

の解析 モ ル化 機能利用を た 高い 化能を する ーク 肥を微生物源と

に 化微生物 を た の に ける 素化合物と微生物 の を解析 す

る と 化に ける ンモ 生成 ンモ 酸化 酸酸化に機能する微生物 を

た の 化に 用 微生物 微生物と 化 る

微生物 に 構成 る 能 を た 微生物 を用いた の作物 を す

るとと に 体に 化する と 工 作成に向けた 開発に い

る た と ての Bacillus badius と ンモ 酸化 （AOB） 酸酸化

（NOB）の るモ ル 化微生物 を構 た モ ル 化微生物 化

能を する とを すとと に の 化に ける ンモ 酸化 酸酸化 に いて

と る AOB NOB に ている とを た  
） 進に ける腸内 の科学 
成分は た の体内 化合物 と る の には た 自

の代謝活 の 腸内 に る代謝 関 ている た て 腸内 に る

成分の代謝を 代謝 物 る を する とは にと て 要

る は 腸内 の にて 利用 ている乳酸 を対 に 成

分代謝の解 に代謝 物の生 機能解析に いる は 酸の腸内

代謝を る 質に する 酸 腸内 に 化 る

代謝を い た の 化代謝 の解析を て 酸化 酸 キ 酸

分 酸 酸を代謝中 体と て の 酸の に ける

を た の 化代謝中 体の生 機能を た リノール酸 の初

代謝 物 る 酸化 酸（HYA） マウス腸 に を用いた in vitro
に いて イ インの 生を 制する とを い た た HYA リ

ポ 糖 発する の成 化を 制 の 酸化 解 代謝を 子

の を活 化する と 作用を す とを い た に HYA 腸管

リ の を する機能を する と い た と HYA 腸管に いて 作

用を す と た 酸化 酸 キ 酸 内 体 PPARs LXR
の制御を て 酸代謝を制御する とを い た た エノン構 を する キ

酸中 体 Nrf2 の活 化を て 酸化酵素の発 を 進する と の酸化ス

ス防御を 進 る とを い た  
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一 　 　 般 　 　 講 　 　 演

講 　 　 演 　 　 要 　 　 旨





－１ e e  o o e け ミ ーゼ

 
島 ， 幹 ， 1,2 
（ 大・ ，1 大 ・ ，2 大・ ） 

 

関 Eikenella corrodens 1073 は を す は

 (CE) 分に 活 を CE 分 子の を た の 65 kDa のタン

パク質 N ミノ酸配 の解析 X- ロリル ミノ ー と タンパク

質 る と のタンパク質を HlyA と けた 研究 は HlyA タンパク質

子 る を するた 大腸 の タンパク質生 と の作成を た  
E. corrodens 1073 の ノ DNA hlyA 子を 大腸 発 クターpET22b に

い ラスミドを E. coli BL21 (DE3) に IPTG に 発 た His タグ の発

タンパク質を Ni- ラ 活 を た た hlyA 子の中 を マイシン

子に置 た を E. corrodens 1073 に を利用 て hlyA （ hlyA

）を作成 活 を た 子の は PCR に た  

大腸 内 65 kDa の タンパク質の発 た のタンパク質を

に対する 活 を た の タンパク質の に て 活 た

に hlyA 子 （ hlyA ） は 活 は た の hlyA
子をコード ている 能 た 活 に X- ロリル ミノ ー 活

要 た の メ を すの ている  
 
 
 
－  －A ル  

， 1， 1 
（徳島大 ・ ，1徳島大 ・ ） 
 

 

は -A（UV-A）の 向 を と 物と て利用 ている 物フ

ルラ酸（FA）を 用 た に いて て た FA を 用 た UV-A は

に対 て 高い 能を ている に対する は

と て いた の を向 る の構 を ている 研究 は 酵 に対する

UV-A と FA の 用 機構に いて た  
・ Saccharomyces cerevisiae NBRC1136 を 酵 と 源には UV-A LED（365 nm 4.77 

mW/cm2）を 用 た 用 は 酵 （2×105 cells/ml）に FA（1000 mg/l）を

に対する 生 を する とに た の FA の に に る

用 の 化を するた 酵 と FA の に る の を た た

FA の 用 に る 活 の を るた に CTC Rapid Staining Kit（CTC，
化学）を用いた 活 を と た CTC を い フロー イ メ リー（FC） 解析

た 用 は 5 分 1.56-log 10 分 3.01-log の生 を た の FA
と酵 の は に 用 た た FC 解析に FA と酵 の

用 に いて CTC 生成の た の FA は に

UV-A に 活 に 子 の活 を ている と た  
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－  S. pombe け ミ ・  
（ 島大・ ） 

 
 

 

 自 環境 の酵 の生 は ミノ酸 リ ド 要 素源

の 体 る 体の発 と機能は 内 の に

発 制御機構 酵 S. cerevisiae ている のの 制御 子 て

い の酵 の制御には ている 研究 は モ ル生物と て

用 る分 酵 S. pombe の ミノ酸 ド 体の発 制御機構に いて た  
・  ド 体 Ptr2 の発 は ・分 酵 のい の Ubr キ ンリ

ー に する Ubr 質 分解する は 酵 はホメ ドメイン 質の Cup9 分 酵

の と て ptr2 子の発 制御 に 合 て を 制する HLH DNA 合 質の Upa1
を た 酵 には Upa1 質 い 酵 は ミノ酸を 知する

Ssy1-Ptr3-Ssy5 合体 Stp 子を活 化 て 体の発 を する 分 酵 はい の

質 い 発 する 体の発 は と 内イ ン を る

TOR 合体の 配 に る GATA 子に た 分 酵 の ド 体 ptr2 の発 に

ける Gaf1 は upa1 イパス た 体の発 制御 は 分 ・ 酵

子と 子 い分け ている る に ロイシンをは の

ミノ酸 利用 い分 酵 の を けたた の に いて ている  
 
 
 
－  ンジ ンジ  

， 内 ， ， 1， 1， 1， 
 （ 大 ・ ， 1徳島大・ ） 

 
 

の る は タ イ インジ の微生物 を利用 て てい

る 成分 る 素のインジ は ル リ 微生物に のロイコインジ

と に る に る インジ の に成 た 1)は る

インジ 能を に た は い 研究 は インジ 能の を

を用いたインジ の 機能解析を と た  
・ の の素 るす タ イの を の分 源と

ル リ・ 気 微生物の を た た微生物に いて 0.03 インジ を ル リ

3 を い 能を た と ては の に けてい

るロイコインジ を 気に す と インジ と酸化 600 nm に ける を する と

インジ 能を に た に たインジ 能の高い に対 て 16S rDNA 
解析を い の の を た に たインジ を用いて インジ

反応に ける メ ィエーターの の に いて を た  
1) Aino K. et al., FEMS Microbiol Ecol 74, 174–183. (2010) 
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－  け シ ン  
， ， ， ， 大 1， 大 1，  ，

 （ 大 ・ ，1 （ ）・ ーシ ン 部） 
 

 

 シ グリンは ラ 科植物に る 関 成分 S-グリコシド 合 配糖体の

る シ グリン自 は に の腸内 に 素 子を リルイ

シ ー （AITC） と分解 る AITC は ・ ン・ 酸化作用 の生 機能を する

化合物 る シ グリンは の生 機能を い のた 腸内 に るシ グリン

の代謝に ている 代謝機構は 解 てい い 研究 は 乳酸

に けるシ グリン代謝機構の解 を た  
・  乳酸 を対 にスクリー ングを い 中にシ グリンを分解 AITC を 生す

る活 を た Lactobacillus farciminis KB1089 を た に けるシ グリン分解活 は 生

に いてグルコース にシ グリン する とに て る と と た

活 に関 る酵素を するた に ロテ ー 解析に 体と 体

の発 タンパク質の を た 体に に発 するタンパク質の PTS sugar transporter
aryl-phospho- -D-glucosidase の 2 のタンパク質に 2 進 するシ グリン代謝機構を

た タンパク質に いて大腸 乳酸 を とする 質 体を作成 活 を たと

の の 2 子 発 に いて シ グリン分解 AITC 生を た に

た 2 のタンパク質 シ グリン代謝に関 する とを に た  
 
 
 
－  S e e  o e  genes expressed under acidic and neutral conditions 

Lisa Lisdiana, Sotaro Fujii, Mizuki Fukunaga, Yoshihiro Sambongi 
（ 島大 ・ ） 
 

 

Piezophilic and psychrophilic Shewanella violacea produces salt-tolerant enzymes, such as 5'-nucleotidase (NTase), 
which appear to be promising catalysts for industrial application.  Microorganisms, in general, evolve adaptive 
strategies against variable pH conditions, exhibiting differed gene expression pattern.  This study aimed at 
revealing the gene expression in S. violacea cells under acidic and neutral pH conditions in order to explore 
adaptive strategies of this bacterium.  We first showed that the S. violacea cells could grow at pH 5.0 ~ 7.0, but 
not at pH 4.5.  The S. violacea cells were then exposed with pH 5.0 and 7.0 conditions for 4 hours, and the gene 
expression patterns were compared by transcriptome analysis.  Genes for acyl-CoA dehydrogenase and 
acetyl-CoA synthetase were upregulated at pH 5.0, both of which appeared to enhance propanoate production, 
leading to adaptive strategy against acidic pH.  In contrast, gene for glutamate decarboxylase, which is known to 
alleviate acidic pH conditions in some of lactic acid bacteria, was downregulated at pH 5.0.  Therefore, S. violacea 
survives against acidic pH through propanoate metabolism enzymes, not through glutamate decarboxylase.  The 
gene expression of NTase was elevated six fold at pH 7.0 compared with at pH 5.0, thus this enzyme should be 
efficiently prepared from the cells growing at pH 7.0.  The information obtained in this study provided us with 
appropriate pH conditions for the S. violacea growth for further enzyme production. 
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－  Rst2  

，  ， （島 大・ ） 

 
 

 

分 酵 の ロテインキ ー A る Pka1 は 活 化 に 内に 子をリン酸化制

御 ている Pka1 の の 1 る 子 Rst2 は 分 の グルコース制

子の発 を制御 ている に 解析に て Rst2 の高発 生 に を

す と ている の は解 てい い 研究 は rst2 子の高発

に る の 子を する とを と た  
nmt1 ロモーター rst2 子を高発 た 質 体 (nmt1-rst2) を解析 たと の

に生 ていた に を たと 成 た

と た の の を た を 成 た の 合を解析

たと vector は 5 た nmt1-rst2 は 40 と大 に ていた た

nmt1-rst2 は マル タ を 成 ている 10 た い を解析 たと

成に 要 微小管 ている と に た に nmt1-rst2 は る

化 リウ に対 て を た rst2高発 に る生 を する 体を するた に

EMS に て を スクリー ング た 1 た の を 代シー

ンスに て を 解析 てい る  
 
 
 
 
－  ウル ン

 
，大 （ 大・ ） 

 
 

に自生する は とに構 の る 内 質 酸化 糖ウル ンを生成す

る は ミ ミ の生成するウル ンを分解する海洋 を ウル ン分解酵素

の解析を て た る の生成するウル ンの分解 は 質の るウル ン分解酵素

を する と る 研究 はミ ミ ノリウル ン分解酵素に ミ ミ

ウル ン分解酵素との を とを と た  
・ ミ ミ ミ ミ ノリの を と て に ウル ンを

た のウル ンを の 素源とする を用いて を い ウル ン分解

のスクリー ングを た の ミ ミ ウル ン ミ ミ ノリウル ン分解 と

て KUL49 と KUL106 を た 分解 をウル ン 中 体

タンパク質を た ウル ン分解活 の る酵素を イ ン Q ラ た ミ

ミ ノリ ウル ン分解 た分解酵素はミ ミ とミ ミ ノリ ウル

ンに対 て の活 を た ミ ミ ウル ン分解 た分解酵素

は ウル ンに る と た の 酵素 ウル ン分解酵

素の を ていると る  
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－  Negative chemotaxis to maleate in o  o e m 
Mattana Tunchai, Akiko Hida, Takahisa Tajima, Junichi Kato 

(Grad. Sch. Adv. Sci. Matter, Hiroshima Univ.) 
 

 

Ralstonia solonacearum, the causal agent of bacterial wilt disease, is regarded as one of the world’s most 
destructive plant pathogenic bacteria. Previous studies found that chemotaxis is an essential trait for the early stage 
of host invasion and pathogenic fitness in R. solanacearum, so we have attempted to functionally characterize 
chemoreceptors, so called methyl-accepting chemotaxis proteins (MCPs), in this pathogen. Negative chemotaxis is 
the movement of cells away from certain chemicals. The results obtained from computer-assisted capillary assay 
method revealed that R. solanacearum strain Ps29 is drastically repelled by maleate. Like most of reported 
repellents, maleate is harmful to R. solanacearum Ps29 by reducing its growth rate. By screening of a complete 
collection of single-mcp-gene deletion mutant of Ps29, McpP was identified as a specific chemoreceptor mediating 
negative chemotaxis against maleate. Interestingly, the mcpP-deletion mutant exhibited attractive responses to 
maleate, indicating that this bacterium possesses MCPs for both positive and negative chemotaxis to maleate. 
McpP, besides, was found to sense and facilitate positive chemotactic response toward citrate and inorganic 
phosphate. To the best of our knowledge, this is the first report of negative chemotaxis in R. solanacearum species 
complex. 
 
 

 
 
 
－10 け Fudr  

 ，南 ，Hossain M. Shamim（ 島大 ・ ） 
 
 

 

る の は高い 環 体 る の に いて環

体の に 要 質を に する と の を に る

能 る の と 環 体の に関 する 質は 剤の分子 と成 る

研究 は 分 酵 を の を た た ミミ クモ ル生物と て用いて

の た の発 を ている に分 酵 の DNA に関 ている リ ース

Rqh1 環 体の に 要 る とを発 ている（ Mol. Cell. Biol. 2013. p1175） 研

究 は Rqh1 に環 体の に関 する 子 物の を た  
・ 分 酵 のテロメ 子 pot1 を するとテロメ 分解 る の 体

内 合 た環 体を た 生 る 研究 は DNA メージ クポイン

の活 化に 要 rad9 と pot1 の Fudr (2'-deoxy-5-fluoro-uridine) に いて に

る とを発 た Fudr は 剤と て メリ 用 て ミジンキ ー の 活

を発 する と ている 分 酵 は ミジンキ ー 子を てい い に

は Fudr HU と に DNA を する とを発 た の と 分 酵 に いて Fudr
い機構 生 活 を発 する と た た DNA メージ クポイン 機能

い に環 体を た酵 は DNA 剤に高い を す と た  
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－１ ーキ o o  o o  OT-3 ミ ーゼホ ロ

学  
，  1， 1， 1 

（徳島大 ・ ，1徳島大・ 合 学） 
 

に ーキ Pyrococcus horikoshii OT-3 D- ミノ酸を利用 て に

る と D- ミノ酸代謝酵素 る 質 ミノ酸ラ マー （BAR） する と

の D- ミノ酸 と BAR 発 に 関 る と を に ている に BAR と高い

を す 3 のラ マー ホモログ（PH0782 PH1423 PH1501） する と に て

の機能解析を進 ている の は BAR と 45 の を す PH0782 の解析

を中心に する   
・ 3 の BAR ホモログの発 は pET11a を発 クターと て用いて構 大腸

BL21 (DE3) に て酵素を発 た 酵素 を た ン ルを用いて ホモログ酵素の

ミノ酸ラ マー 活 を解析 た PH0782 は Ala Ser Thr に対 て高い活 を た

PH1423 PH1501 の ミノ酸ラ マー 活 は い て る解析 要

た PH0782 の酵素化学 質を にするた 酵素 を た Butyl-Toyopearl と

DEAE-Cellurofine に た PH0782 は pH 5-10 の 80 2 て pH 7
は 80 6 て 活 い と BAR と に pH に対 て高い を

た 質に対する反応 解析を て の 合 て する  
 

 
 
 
－  大  

大 ， ，  1，大 2， 1 
（徳島大 ・ ，1徳島大 ・ ，2 大 ・ ） 
 

 

分子 の 作用に 作用 た る 体 に

ている の 体生 の と て CHO を用いるた 大 コス 高

と た 剤 と ている 代 の 1 と て大腸 る の と

体内 の生 コス のた 分 生 の構 ている グラ

Serratia marcescens には 2 の I タンパク質分 装置 (T1SS) [Lip system, Has system] て

タンパク質分 を ている T1SS は ABC protein, MFP, OMP に て構成 る 分

装置 分 タンパク質は N シグ ル ドを た C 分 に関 ている

に は Lip system (LipB-LipC-LipD) を利用 て 大腸 に て を た 体 
(scFv) 分 る とを た 分 分 てい いた 研究 は

高 分 生 システ の構 に向けて scFv 分 の分子機構の解 を た 初 に ABC protein
質 に関 ている と LipB を いた LipC-LipD に て scFv 分 する を た に

反 て LipC-LipD に て scFv 分 に LipC scFv の分 能 る と

た LipC は の大腸 タンパク質と て scFv の分 を ている と たた

ル TolC を た大腸 を用いて LipC に る scFv の分 を た の分

TolC の 子 関 する 能 た LipC と 作用する大腸 タンパク質を

て て たい  
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－  CutA1  
 ， 1， 1， 1 

（ 大・ ，1 大 ・ 学） 
 

 

生体分子 作用は生命活 の 制御に する中心 る を 内

・利用する は ライフ イエンス分 に いて 生命 の解 の

創 環境分析 い の応用に と る 研究 は た 生体分子

作用 制御 の開発を タンパク質 ホモ 体の CutA1 をリ ンドのモ

ル 分子と て用い 分 CutA1 開発のた の分子 インの 能 に いて た  
・ CutA1 を N と C に分 に を する ドを

た タンパク質の発 クターを 構 た 発 クターを用いて大腸  BL21 
(DE3) るいは Rosetta2 (DE3) の 質 を た LB (+Amp) 中 IPTG 発 ラ

に タンパク質を た て のタンパク質に関 発 の

に に いて た の ドの 反 い 合 は 発 た

分 CutA1 化を ていた す て高い構 を する CutA1 は

配 を分 発 て 生 体と に 構 を素 成 る と

た た て 分子 インを た分 CutA1 を用いた 化リ ンドの高 配向制

御 分子 素子の開発 能 る と た  
 

 
 
 
－  mm  e pe

 
， ， （ 大・ ） 

 
 

ラ ー は リグ ン分解酵素と て作用する け 環境 物質の分解 素

化合物の の機能 の向 イ の活用 に い応用 を

子 は の ラ ー の イ イ を 生 する と 知 て の生 は生

に に制御 ている 研究 は 子 Flammulina velutipes（エノキタ ）の生

する のラ ー イ イ の中 の生 制御に る 体 生 る

イ イ に を て の 質の解析を た  

と を成分と た 体 体 を用いて 体 体

て 体 の順に を F. velutipes の を た の の 中に

生 るラ ー イ イ を Native-PAGE 2,2’-Azinobis (3-ethylbenzothiazoline-6-sulfonic 
acid) (ABTS) を 質と た活 に た 体 体 に いて る

イ イ を す と た の 体 生 る イ イ

を 分 クロマ グラフィーを用いて 解析を た 酵素は 分子 52,000
のモノマー酵素 た た 酵素は 30 pH 4.0 6.0 の ABTS
の 2,6-Dimethoxyphenol Guaiacol を 質と た に 発 は 酵素活 に対する

イ ン 剤の す に いて て する  
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－  ン ロ ル ーゼ 2 Met
， 1， 2， 1 

（ 大 ・ ，1 大・ ，2 大・ 学） 
 

 

エリン の ロリル リ ー は 分解と て ド 合 成反応を

する て 酵素の 質 機構の解 は 用 ド合成 ールと ての応用に

る 酵素は 酸化 素 酸化 ると 質 化する に - ロ

ラドメイン の Met203 の酸化 の 化に関 る とを に た Met203 の Met
酸化 素 酸化 る と の酸化と 化との関 は る

研究 は 酵素の Met に を て に する Met の と機能解析を た  
に の Met203 は 酸化 Ala 置 に 香 ミノ酸-pNA に対 て

に 化する 酵素は 4 の Met を た の構 置 を い の

を た の Met570 を Ala に置 すると酸化と の 化 た Met203 と

Met570 は - ロ ラドメインと ドメインに する 体構 は

質の と る を構成 質 に 要 を と た 570
の の構 置 に る の を た Glu Gln Phe Lys のい の に置

て 香 ミノ酸-pNA 質に対 て活 た の 570 の Met 構

香 ミノ酸-pNA の 質 に 関 質の の Met に る 質 ミノ酸

の 酵素の 質 の を ていると た  

 
 
 
－  e omo  e o  PAO1 ル ン ス ーゼ

け  
 ， 1，  1， 1， 2， 1 

（ 大 ・ ，1 大・ ，2 大・ 学） 
 

ルコリンエステラー （AChE）は ルコリンの 分解を 物 体内

は に ている 微生物 の AchE の に ている の

に いては知 て 利用に向けて 発展 の る は Pseudomonas aeruginosa 
PAO1 の AChE 活 を 酵素を た 酵素の は に の研究グルー

ている 研究 は の利用に向け 大 生 の構 と 質の を た  
・ pET-24b クターを利用 て大腸 に る大 生 を構 イ ン ラ クロ

マ グラフィー た AchE を 用 て 質の を た 本酵素はエステル化されたコリン系物

質を強く基質として認識して加水分解を触媒することが明らかとなり， は 40 pH は 5 9
pH は 8.0 た 農 分析 の利用 能 を するた AChE 剤 る 4 の農

に る 酵素活 の を た い の化合物に いて い 活 は

た 酵素は 酸エ ルに対する 分解活 て 反応 に 酸エ ルとのエマ

ルジ ンを 成 て AchE を すると いエマルジ ンの とエタノールの た

には 酸エ ルとの反応 に ルキル ミンを すると ル化 た ルキル ミン 生

成 た と 酵素は 化合物の ル化 ールと て利用 る 能 た  
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－  e o m ob m sp. NTK2 キ ン ム け

ンパク  
大 ， 1， 2， 1 

（ 大 ・ ，1 大・ ，2 大・ 学） 
 

キ ンの 分解物は 生 活 を た い分 の利用 ている

キ ンの化学 分解には 工 の 環境 の と て ている た

キ ンを 分解する酵素化学 に てい い は に 物

の 肥化を 能とする コンポス キ ンを イ ク に分解 る

Cellulosimicrobium を ・ た 研究 は キ ンの酵素に る イ ク 分解

を のキ ン分解に関 る 体 タンパク質を に解析 た  
の に ける SDS-PAGE キ ン イモグラフィー解析に キ ン

を に する と （10 ）の 体 に発 するタンパク質 た N ミ

ノ酸配 を た の 体 タンパク質の 5 を する と の 4
はキ ン分解酵素（30 37 40 55 kDa） は GlcNAc-binding protein（20 kDa）
る と と た には の ノ を解析 た た 体 タンパク質

に には 5 のキ ン分解酵素と 1 の GlcNAc-binding protein の 子の と

た のタンパク質の 発 の構 を て 酵素 キ

ンに対する分解活 を てい る  
 

 
 
 
－  ーキ MutS ホ ロ MutS5 DNA 合   

大 ， 1， ， ， 一， 2， 
2， 1， 内 ，  

（ 大 ・ ，1大 大・ ，2JAMSTEC） 
 

知の MutS ファミリータンパク質はミスマ 対 Holliday junction を DNA ミ

スマ 要 を たす の ノ 解析 の発展に の機

能 知 MutS ホモログ 生物 生物 大ウイルスに する と 解 に ーキ

ての MutS ホモログの生体機能は の る リ ーキ に高 に Walker
モ ーフを ATPase ドメインの を MutS5 の生体機能に関する知 を るた ーキ

Pyrococcus horikoshii MutS5（phMutS5）の DNA 合 解析を中心と た機能解析を た

・ pET-15b/phmutS5 質 た大腸 Rosetta 2 (DE3) pLysS を N His6タグ

phMutS5 を大 発 と 2 の ラ クロマ グラフィーに 高 た

を用いた ルシフ イに る DNA 合 解析 MutS2 生物

MSH4/MSH5 と に DNA の の分 DNA Holliday junction と に

合する と と た MutS2 とは ク ー 活 は

た ATPase 活 は Ca2+ DNA と 活 た の

DNA Holliday junction 活 た Walker A モ ーフ内の

体 K384A は 生 と ATPase 活 大 た の ーキ MutS5
は に タンパク質 生物 MSH4/MSH5 の機能ホモログ る 能 た
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－１ ウ ン - ール - 
， 義 ， （ 大 ・ 学） 

 
 

 

タウリンはい た たて い の に ている ミノ酸 体の

る タウリンには の機能 ると 体内 の すると を すると

る タウリンは 酸の 合反応に関 酸代謝を て肝 の機能 子に ている 能

る 研究 はリ コール酸 (LCA) 肝 モ ルを用い 体内の 酸 成 を解析

てタウリンの肝機能 作用の機 を にする とを と た  
・ 8 の C57BL/6N マウスの LCA タウリンと LCA 用 には 0.8

LCA を を 10 自 た た タウリン と 用 には 2 タウリンを を

に 3 の 10 た 10 の 肝 内の 小腸の管 内

物を 解析を た HE に 用 は LCA た肝 の

の の た 肝 の る alkaline phosphatase 活 と

リル ン ルに関 ては LCA は高 を 用 は に た LCA に

て 用 は肝内の TLCA に 小腸管 内 は 用 LCA の代謝物と る

酸 高 を た タウリンは LCA 代謝を て肝 を る 能 た  
 
 

 
 
 
－  ール  

， ， （徳島大・ ） 

 

 

 

・ の に いて リジ ルの酵 を 用 た の る

て た「 酵 」は イメージ る け は に

た 香 いを すると て ている 研究 は徳島 の と る の 化を

徳島 の 用 酵 の を た  
・ 3 7 10 のエタノールを グルコース スクロース を用い 徳島 内

た の ン ル エタノール を た の 3 のエタ

ノール を す酵 を 300 た た に いて ルコール ドロ ー を用

いた に てエタノール生 を エタノール生 高い 12 を た に

12 の 3 は に に用い ている 酵 る Saccharomyces cerevisiae K-7
ール酵 る S. cerevisiae Safale US-05 と の高いエタノール生 を た 12 に

いて グルコース マル ース ラク ースの資化 を た たエタノール高生

の 2 は K-7 と の ラク ース資化 を た た ール に ている酵

の に いて たと い の 中 の た  
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－  GC-MS LC-MS ロク ン  
 ， ， ， ， 島 1，  1， 
義 1（JA ，1 大・ FBC） 

 

 

 には た 30 の 子 ている の利用に いては と

て た 農 は 子 を の機能 の究 に 利用を て た

子 に いてメラ ン生成 制作用 ル ー作用 に る

化 リー メン イルと ての 用化 て た 子 の

に 質管 の 作作用を するフロクマリン に いて 内 を用いた GC-MS
LC-MS に る分析 の の 子 の分析を た  
・  GC-MS 分析に いて 1)の 5 のフロクマリンの に Angelicin Osthol

Trioxalen を た 分析 を たに た Xanthotoxin Bergapten Isopimpinellin と の

た と に 子 に 300 mg/kg た Bergamottin (BEM) と
6’,7’-Dihydroxybergamottin (DHB) の分析には島 LC-20A Prominence Thermo LTQ XL を ラ

は Acclaim 120 (C18, 2.1 mm 150 mm) を 用 た HPLC の は 0.1 酸 －メタノールのグ

ラ ィエン と た に る は を は 1 た

分析の DHB は BEM は 子 に 3 4 mg/kg ていた 子 を

に する 合は の に配 する 要 た  
 1) 村 ロマテラ ー学 1 54-62 (2015). 

 
 
 
－  ・ キシ ン 学  

， 1， 合 親 2 
（徳島大 ・ ，1三 ミ ル ー ，2徳島大 ・ ） 
 

 

フラボノイドは 構 の いに タイ に分 る の の いと生

体利用 機能 との関 に いては に てい い 研究 は ラマ に ているタ

キシフ リン（Tax） Tax と 3,3’,4’,5,7 に 酸 を する ンタ ドロキシ のフラボノ

イド る ル ン（Q） エ テキン（EC） シ ジン（Cya）に いて の化学

生体利用 に いて する とを と た  
・ 4 のフラボノイドのラジ ル 活 に いて DPPH を用いて たと Tax

のラジ ル 活 は の 分 た た 生 （PBS 中 37 ） の に いて

た Q は に分解 た Tax は て る と と た Q と

Tax に ICR マウス 内 制 た の に いて たと 30 分 の 中

Q 2 ȝM たのに対 て Tax は 13 ȝM と Tax の

に高い と と た た RAW264 の

に いて を たと Q に Tax は の 1/10
た EC Cya は の は と

た た 研究 用いた Tax に いてキラル ラ を用いて HPLC 分析

たと と 2R3R （ ） る と 分 た  
 

－31－



－  ミ ール  
1,2， 1， 1， 1， 1，  2,3，

一 2,3（1 （ ），2 大 ・ ，3島 大・ ） 
 

 

ノミは ノキの 子 る ノミは 子 の と て利用 ている

に は ノミの機能 物質と て に する ポ ンのエスシン に る

ロ ン シ ジンに いて て た に ノミ 物の 酸化 に いて て

いる 活 成分の は た ノミ 体 ノミ の

に する 酸化 物質の構 を 成分の 酸化 を た ノミ 体

ノミ の 物を ン/ / 酸 (70:29.5:0.5, v/v) の 合 た

物 の 酸 化 能 を hydrophilic oxygen radical absorption capacity (H-ORAC) と

1,1-diphenyl-2-picrylhydrazyl (DPPH) ラジ ル 能 た の H-ORAC は ノミの 3
た DPPH は 23 高 た は と ノミに ている 酸化成分

る とを す ル クロマ グラフィー (GPC) 物を分析 たと には高分子

化合物 に て たと は A-タイ の ロ ン シ ジン 酸化

の活 体と た ノミ は GPC 高 体クロマ グラフィー－エ ク

ロス ー イ ン化 質 分析 1H- 気 ス ク ル (NMR), 13C-NMR 成

分の構 解析を たと 8 のフラボノール配糖体を た の ノミ の 酸化 を

するフラボノール配糖体は の 酸化物質と て 物 の応用 る  
 
 
 
－  学  

， 1， 1， 1， 1， ，

島 ，受 2（ 大・ ，1 大・ ，2 大・ ）

 
 

の 酸化 を する の開発 ている 酸化 を する

と て ORAC DPPH る の は 分析機 高 る

作 要 る の ン ル た ン ルは に い

る 研究 は ポリ キ メタ ー 体 (POM) の 気化学 酸化 を利用 て POM
の の を する け 酸化 を る 酸化 を開発

分析 の応用を た 開発 た に て代 酸化物質の 酸化 を ORAC
DPPH た 酸化 との 関を た に の 酸化 を に て

に る 成分 との関 を た  
・ 対 と て 代 酸化物質と て テキン 10 は 合

50 の 31 を た POM ([PVW11O40]4- [SV2W10O40]4-) 生成 ている -エタノール

を た の POM に 酸化物質 るいは の ン ル を て とと に

化する を た 酸化物質 を する の初 と 10 分 1
する との を た の の を の に て た 酸化

の の 成分 との 関関 を た の 開発 た の

と ル 酸化 を る と た  
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－  徳島県 キ ウ  
（ ） ， 1，  2  

（徳島 大・ ，1徳島 ・ ，2 ） 
 

 

 フキノ ウは代 山 の 香と を と ている 徳島 は

高 質 要 に 能 高いフキノ ウを る フキ と て「 香」を

成 ている 山 は 機能を する と ている 「 香」の機能 に関す

る は い 研究 は 「 香」の 酸化 を と するとと に 酸化成分を

た  
・  2016 の に徳島 たフキノ ウ（ 香 と）を に

た に 10 の 80 エタノールを 37 30 分 心分 に

を た の 作を 3 て た を ・ た のを と た に

いて 酸化 の と て DPPH ラジ ル 活 を た の 「 香」 は高い

酸化活 を た い 「 香」に る 酸化成分を DPPH-HPLC に

の 酸化成分を ークの を た ークに る成分の は UV-Vis ス ク ル

LC-MS/MS 解析 に 分解物の Caffeic acid (CA) 体 る と た

との 5 の成分を 5-caffeoylquinic acid (5-CQA) CA 3,4-diCQA 3,5-diCQA 4,5-diCQA
と た に フキノ ウの 酸化活 に関 する CA 体 の と の

酸化活 5-CQA 3,5-diCQA の 大 い と に た       
 
 
 
－  徳島県 ク  e o e m o om m ン  

 ，  1， 1， 1 
（徳島大 ・ 合 学，1徳島大 ・ ） 
 

 

の活 化は の農 物の 用 の 物 利用 の利用 て

いる 徳島 の山 に 置する る 徳島 た 用植物

（ ラ ンマイ イタドリ スイ ドク ミ ク ン ク ）と （ 香）の

の に いて ン 制を イタドリ スイ ク に を た

に 徳島 のク  (Clerodendrum trichotomum) に いて ン 制を た  
ク は てメタノール た メタノール 物を Dimethyl sulfoxide (DMSO) に

解 開 に た ン は K562 と 大腸 ン

CACO-2 を用いた 10 FBS RPMI-1640 37 ・CO2 5 た はMTT Cell Cycle
は Propidium iodide (PI) DNA を Apoptosis の は Annexin-V-FLUOS た  

に の い  ( 200 µg/mL) 制を た K562 には 20µg/mL CACO-2
には 30 µg/mL の に て 80 を 制 の は を た 30 µg/mL
は K562 CAC-2 の Cell cycle を G2/M た （ 24 ）K562 は に Apoptosis

た ク はシ 科の 用植物 る を た いて に て する

はク とジ イモを いた る は てい い は た の を

た ク の機能 と 用 を て の利用を す る  
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－１ ポ （LPS） 合  

一  ， ， （ 大・ ） 

 

 

 

グラ にリポ 糖 (LPS) を 生する LPS には構 いコ 糖

の構 は に て る コ 糖 免疫 を す と に

のエ ー 解 の 構 の糖 要と ている は Neisseria をモ ルと てコ

糖 の 合成 の開発に に 3-deoxy-D-manno-oct-2-ulosonic acid (Kdo) の
合成 Kdo2 糖 体 1 と中 糖を た分 3 糖合成を 成 て た 研究 は の

の合成 を るた リ 糖 体を用い ロ ク 合に るコ 糖 合成を た  
・ リ 糖 体と て Heptose の る 分 を作成 合

反応を る とと た リ 体 は 合 置 の を ロ ク 合 能

た て分 リ 糖 体 2 との 合 分 た リ 糖 3 の合

成 成 た に LPS のコ 糖 合成 は Kdo の 4 に糖を 5 に リ 糖を

する 合成 の 1 と る と 分 た  

 
 

 
 
 
－  Bracteanolide A 合  

 ， 1，三 ， 1 

（県 大 ・ シス ム，1県 大・ ） 
 

 

ラ キ モ  (Tradescantia spathacea) た bracteanolide A(1)は PTP1B 活 を

す と ている 1) は に合成 の い bracteanolide A の 体 (2 ) を
合成 構 活 関を解 する とを と た  

・ Tao の 2)を用いて 体 3 の合成を た 体 3 1
の 体 4 2 の は たた の合成を た の He の 3)

に て 体 2 を た を用いた bracteanolide A の合成を 中 る た た化

合物を用いた生 活 を 中 る  
 
 
 
 
 
 

1) Hung et al., Fitoterapia, 1 3, 113-121 (2015),  2) Tao et al., J.Med.Chem., , 414-423 (2013)  
3) He et al., Tetrahedron Lett., 8, 1034-1036 (2017) 
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－  き ー ロシ ーゼ  
1， 部 1， 2， 2，前 2，  2， 
1，  1,2（1 大・ ，2 大・ き ） 

 
 

「 の 」とは 大 の子 体を る の は 子 に する の は

用生 活 物質 発 ている 研究対 と ているのは の に た 化

合物 発 る 能 大 い た は の 物ライ ラリーを作成

生 活 物質の を ている 「 」は に ける 要 関心 の る シミ

す に ける 素 はメラ ンの 生 に 生 る のた メラ ン合成に関 する ロ

シ ー の 剤 の化 利用 ている 中には を す の

化合物 ている の を とに 用 の 物 ロシ ー

物質を す とを と た  
と 用 の 物 95 ン ルを用いてスクリー ングを た L-ドーパを 質と て

酵素反応を い 生成 たドーパクロ を する とに ロシ ー 活 を た

の 物の中 マ ウジ（Neolentinus lepideus）の 物 い ロシ ー

活 を た クロマ グラフィーに マ ウジの 物 活 物質

を た の 化合物 1（9.1 mg） 2（3.5 mg） た 分 学 に 構 を

解析 たと 1 と 2 は い の ドロキノン 体と た の ロシ ー に

対する IC50 は 1.0 mM 1.4 mM た  
 
 
 
－  ン Alisol B  

一 ， １， １，  ， ，  

（ 大・ 大・ ，１徳島大 ・ ， 徳島大 ・ ， 
島大 ・ ） 

 

は に 素 の 成分の開発を と て 80 の 化合物ライ ラリ

ーの 成分 る Alisol B メラ ン 生 制 を する 生 成分 る とを

た に Alisol B はメラ ン生成酵素 る ロシ ー 活 を ロシ ー の

子 る MITF の 子発 を 制する とに メラ ン 生を 制する とを に た

研究 は Alisol B のメラ ン 生 制作用機 に いてマウス B16 メラノーマ を用いて に

に た MITF の を CREB MITF を分解 メラ ンの 生を 制に制御

する ERK の活 化に す Alisol B の を た の Alisol B は forskolin/IBMX の

CREB のリン酸化の を 制 た ERK1/2 はリン酸化の る た た ERK1/2
の る MEK1/2 ERK1/2 と にリン酸化の た に MEK 剤

る U0126 する とに Alisol B に 発 た MITF の発 の た

の Alisol B は PKA/CREB を 制する と MITF の発 を するとと に

MEK/ERK を活 化 て MITF を分解するとい た 2 の作用機 を て メラ ンの 生を

制 ている と と た 成分 る Alisol B メラ ン 生 制剤と

て 用 素 の開発に る 能 た  
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－  ロ ンキ ーゼ DRAK1 内  
大 ， ，  1， 1 

（徳島大 ・ ，1徳島大 ・ ） 
 

 

Death-associated protein kinase（DAPK）ファミリーは Ser/Thr キ ー の を

は とする 生 機能に関 ている のファミリーに する DAPK-related apoptosis inducing 
protein kinase 1（DRAK1）は 体 に 置 には する には

い ーク 子 ポ ーシスを 進する と 知 ている のファミリーメン ー

の DAPK1 は Ser-308 の リン酸化を 質 に て活 化 の生 機能

に関 する と ている DRAK1 の ポ ーシス制御機構の は

の 研究 は の解 を と た ・ U2OS
に Strep タグ DRAK1 を 子 免疫 に の 内 を た 生 DRAK1

は に に たのに対 て N の ミノ酸 に （93RKRRKG）を Ala 置
た DRAK1 K94A/R95A/R96A C の ミノ酸 に （395SKRFK）を Ala に

置 た DRAK1 K396A/R397A は 質に た た C （395SKRFK）中に する PKC
の リン酸化 Ser395を Asp に置 た リン酸化 体 DRAK1 S395D 質に PKC
活 剤 る PMA OAG に て 生 DRAK1 は 質 する と と

た の DRAK1 は に応 て 内 制御を け 内に いて機能

する と た DRAK1 合タンパク質の を て て たい  
 
 
 
－  13C D-Glu e o b  e e ミン C 合  

 
， ，  ， ， ， 一 1，  ，

2， （ 大・ ，1 県 ，2島 大・ ） 
 

物 る タミン C（VC）を生合成 る と た の生合

成 は る 乳 物と植物の VC の生合成 は に に て と に D-グルコ

ース（D-Glu）を初発物質と て合成 る は て 物 は D-Glu の 1 の 素は VC
の 6 と る 植物 は い 1 の 素を 13C た D-Glu を た

合成 た VC の の 分に た 13C る を GC-MS を用いて解析 た  
13C た D-Glu を 2 M9 た大腸 OP50 を と を

た 0.5 mM butylated hydroxytoluene を メタノール VC を リメ ルシ

リル化 た を GC-MS に 分析 た た 1 の 素を 13C た D-マンノース（D-Man）
を たホウ ン ウ に分析 た  

ホウ ン ウ に 化合物 VC 合成 ていた の VC
には 6 を と ているフラグメン イ ンに 13C ていたのに対 ホウ ン ウ は

てい た の た 乳 物と の VC 生合成 ている

と た 乳 の VC 生合成に関 る酵素と を す 子を RNAi
に 発 を 制 た の VC ルの ている  
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－  －D- シ ース ATP ル  
， 1， （ 大・ ，1 大 ・ ） 

 
 

 

糖とは 自 に の い 糖 の 体と 義 る の D-フラク

ースの C3 エ マー る D- シコースは Caenorhabditis elegans の成 を 制する

の作用メ は は い は D- シコース た は解糖 の

内 ATP ルに 化 ているの は い と た 研究 は D- シコース の ATP
ルを , の を た  
・ に て た を D- シコースを 体 72 て成

制 を た D- シコースを い た をコン ロールと た の

を 活 剤を 中 100 15 分 ATP の を た ATP はルシ

フ ラー （ キ ） い た をタンパク質 ATP ル（µ mol / g protein）
と て を た 合 11 の を たと コン ロール D- シコース 25 mM

50 mM の ATP ルには た た のた に解糖

剤 2-deoxy-D-glucose (2-DG) を た の ATP ルを た の 2-DG 
高い ATP ル 高 るとい た の に いて D- シ

コースの成 メ は 解糖 い と た  
 

 
 
 
－  シル シ ールホスホ ミ  

 ， ，  ， ，  （徳島大 ・ ）

 
 

 

グリコシルイノシ ールホスホ ラミド（GIPC）は植物に ける 要スフィン 質 る

GIPC は の植物 に る の 化 の は に 利用

てい い 研究 ている の は GIPC の 開発 てい いた と る 研

究 は GIPC の を開発する とを と た  
・ キ を の 2- ロパノール/ キ ン/ 55 20 25（v/v/v）の （solventA）

と 合 ホモジ イ を た の る 心 は GIPC を 大 の

成分 て TLC は た クロロホル メタノール タノール

の 分配に ける GIPC の 機 の分配 は 70 80 た の solventA
物を の 分配に て 物質の のた GIPC の は 40

60 に た イ酸 ラ に る solventA 物の分 を た GIPC はメタノール

する 大 の 物質はクロロホル /メタノール 分に た の とを利用すると

90 の 物質を する と た イ酸 ラ クロマ グラフィーを る と

GIPC の の に る 能 た  
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－  合 クス ス ス  

， ， ，  ， ，  

（島 大・ ） 

 
 

 の 合成 子 （PET）の は活 酸素 （ROS）の生成を する ROS は

作用と防御 子 のシグ ル機能を するた の ランスの制御は て 要 る

体 スコル ン酸 ル キシ ー （APX）を中心と た 酸化 と イクリ ク 子

（CEF）を た エ ル ーの （NPQ）は 合成 ド クス制御の要 る の

関 を解 す ス ロマ ラコイド APX（sAPX tAPX）と CEF の 要コンポー

ン る PGR5 の を作 ス ス応 の を解析 た  
 生 pgr5 sapx tapx sapx tapx pgr5 に （1,500 µmol photons/m2/s）を 24 た

の 生 sapx tapx と て pgr5 は の は sapx tapx pgr5
た た の は分 を する ス ス

に と た pgr5 は の NPQ 制 る い とに は sapx 
tapx クグラウンド する と 分 た に の に を たと の ラ

ンスクリ ー 化に いて RNA-seq 解析に た pgr5 は シ ク応 子の発

に高 た は sapx tapx pgr5 に 進 た い とに は リ

ル酸関 子の発 進 たのに対 ジ スモン酸応 の 子は 制 ていた

のス スホルモンの ランス 化 の に関 する 能 た  
 
 
 
－10 シロ NADH ，AtNUDX6,7

， ，  ， ， 1， ， 
 2（島 大・ ，1 部大・ ，2 大・ ） 

 
 

は にシロイ Nudix hydrolase (AtNUDXs) の中 NADH に対 て 分解

活 を する AtNUDX6 7 NPR1 ポリ ADP リボシル化 (PAR) 反応の制御を

て生物 / 生物 ス ス応 の制御に関 する とを て た に AtNUDX6 7 の 発

を用いた解析 PAR 反応の制御には 内 NADH ル 関 て NPR1
リ ル酸 (SA) シグ ル の制御にはAtNUDX6 7タンパク質と の 子との 作用

要 る と た 研究 は 酵 two-hybrid を用いて AtNUDX6 7 タンパク質

の 作用 子の を た  
・ AtNUDX6 の 発 た cDNA ライ ラリーを用いてスクリー ングを た

AtNUDX6 の 作用 子と て 分子 GTPase タンパク質の  (RGP1) を た

タンパク質を用いた in vitro ル ウン イを た RGP1 AtNUDX6 と 作用する

とを た に BiFC に る解析の AtNUDX6 と RGP1 はシロイ 内の

質 作用する と に た た シロイ 生 に けるRGP1の発 は AtNUDX6
と に SA に に た に SA の NPR1 SA 応 子の発 は

生 と て KO-nudx6 KO-rgp1 ていた AtNUDX6 は RGP1 と

て NPR1 SA シグ ル の制御に関 ていると た  
 

－38－



    

 

 

・ 作  岡山  

・ エン イ  

・ ルファー  

・ 糖化工  

・  山口  

・ 大  

・大塚   

・  

・岡山 合 

・ 岡山 農 開発研究  

・ ー乳  

・ 山化学工  岡山  

・  

・ 機能 開発研究  

・ 発酵 イ  

      山口 生 研究  

・キリン ール  岡山工  

・ ーリス 中  島  

・  島  

・  

・ 源エフエフ イ  

・ ン・クロ ラ 

・ 合研究  

・ 乳  

・ 山  

・  

・ 心山根  

・  山口  

・ フィ 

・ 大  

 

 

 

 

・大  

・大山乳 農 合 

・大山  

・大洋香  

・高塚ライフ イエンス  

・ タグ  

・中 ミー  

・ 科学  

・ イエンス  

・ 大洋  

・ リー  

・  

・ 林  

・ ーエ ステーシ ン 

・ 化成  

・ 乳  

・ 研究  

・ 島  岡山  

・ フジ ラテクノ ー  

・ 化 

・ ロテノ  

・  

・マル モ  

・  

・  

・ ス ラ ミ ル  

・ マキ  

・  

・ 物    （ 順） 

 

 

 

  

 

－39－








